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研究成果の概要（和文）：西南日本の白亜紀以降の火成活動は、南限の中央構造線付近で約９５

Ma に始まり、系統的に北に移動して少なくとも約 33Ma まで続いたことが分かった。全岩化

学組成も系統的に変化し、これらの情報を合わせると、海嶺沈み込みによって開始した火成活

動が、熱の伝播、脱水反応位置の移動、スラブ沈み込み角度の変化などによって北に移動した

可能性が判明した。同時期に活動した韓半島の花崗岩類の成因解析とあわせて、大陸地殻成長

には、マントルが海嶺沈み込みとデラミネーションを通して熱源として働いていることがわか

った。 
 
研究成果の概要（英文）：Cretaceous to Paleogene magmatism in southwest Japan started near 
the present-day Median Tectonic Line at approximately 95 Ma, and had migrated northward 
to continue until at least 33Ma. Bulk rock compositions of the rocks have changed 
systematically with time. Combining these data, it is suggested that ridge subduction 
induced the magmatism, and then the thermal propagation, migration of dehydration loci, 
and change in subduction angle may have caused the northward migration. Integrating these 
results with the analyses for the origin of simultaneous granitic magmatism in Korean 
peninsula indicates that the mantle has acted as the heat source through ridge subduction 
and delamination. 
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なかった。このことも要因となって、これら
の花崗岩の成因、ひいては大陸縁辺部の進化
過程の解明が遅れていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の大きな目的は,地球の進化に重要な
役割を果たしているにもかかわらず,未解決
問題が多く残されている花崗岩類の成因に
ついて,詳細なデータが蓄積されつつある西
南日本一韓半島を対象とし,年代学,岩石学,
および地球内部ダイナミクスの手法を統合
して,その物質源、熱源、およびそれらをも
たらした場を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 
年代を精度良く、かつ同じ測定方法で統一す
るために、ジルコンの U-Pb 年代を LA-ICP-MS
分析法によって測定した。韓半島約 30試料、
西南日本約 100試料について年代分析を行っ
た。また、これらから代表的試料約 70 個を
選び、全岩化学組成を XRF 分析装置により測
定して物質源と溶融条件の特定を行った。さ
らに、海嶺の沈み込みの熱的影響を含むマン
トル対流の数値シミュレーションを行い、火
成活動をもたらしたダイナミクスの場の推
定を行った。数値シミュレーションは、現在
はスタグナントスラブが存在することを考
慮して、上部マントルに限定する領域で、沈
み込み角度、速度を一定にした条件で計算を
行った。また、周期的に海嶺が沈み込んでい
たというテクトニックな推定に基づき、温度
境界条件をこれに合わせて周期的に変化さ
せ、その熱的影響を評価した。最終的に、既
に公表されている研究結果（年代、化学・同
位体組成、マントルおよび地殻物質の部分溶
融実験と生成されるメルト組成の情報、世界
のほかの花崗岩帯におけるモデル）と対比さ
せ、西南日本－韓半島の花崗岩生成場、ダイ
ナミクス場の推定を行った。 
 
４．研究成果 
 
（１）西南日本中央部に位置し、白亜紀以降

の花崗岩が中央構造線以北に広く分布する

香川県から岡山県、鳥取県にかけての東西幅

約 40km ｘ 南北距離 200km の地域から、約

100 試料の花崗岩を採取し、全岩化学分析お

よび年代測定を行った。香川県の調査では、

３つの岩質に対応する岩体が認められ、約 95

－80Ma までの年代幅を示す。香川県北方、 

瀬戸内海の豊島,小豆島,岡山県南部,中部,

兵庫県南西部に分布する白亜紀の花崗岩地

域には、大きく分けて 2種類の花崗岩（一部

は花崗閃緑岩）があることがわかり、香川県

の花崗岩と年代が重なるものの、全体として

より若い傾向を見出した。さらに、津山、鳥

取の脊梁から山陰地域にかけては、組成上も

岩石組織上もより多様な花崗岩（一部は花崗

閃緑岩）が存在することがわかり、生成条件

が山陽や四国の花崗岩類とはやや異なる岩

石を含むことをうかがわせる。以上の結果を

総合した緯度－年代の関係を図１に示す。こ

の図から、①全体として活動が北（当時の海

溝から遠い側、すなわち大陸側）へ移動、②

90－80Ma は活動の南北方向の幅が広いこと、

③山陰地域では約 85Ma から 33Ma までの活動

が間歇的ではあるが長い期間に渡って起こ

ったことなどが分かった。 

 

図１：西南日本中国地方中央部（インデック

ス マ ッ プ 赤 囲 み の エ リ ア ） の

Cretaceous-Paleogene の花崗岩類の年代図 

（飯田ほか、準備中）。 

 
 

（２）（１）の西南日本の花崗岩類は、全岩

化学組成の点では同時代の韓国の花崗岩類

を大まかには類似している。より細かくみる

と、全岩化学組成は時間とともに系統的に変

化し、例えば、一定の SiO2 で比較した場合、

古い花崗岩類の方が MgO が低く、Pb が高いこ

とが分かった。（１）の関係を使って言い換

えるなら、北の岩帯の方がより MgO が低いこ

とになる。また、これまでの公表データをコ

ンパイルすると、まだデータ数は限られるも

のの、Sr 同位体初生比も時代、空間とともに

変化し、古く南に存在するものの方が、同位

体比が高い傾向があることが分かった。 

 

（３）ほぼ同時期に活動した韓半島の花崗岩

類の年代および鉱物・全岩組成解析からは、

①当時の海溝側に向かって花崗岩の活動が

移動し（西南日本とは逆向きである）、韓半

島の南東部で山陰の活動と重なること、②下

部地殻の角閃岩の部分溶融液（felsic melt）

と、マントルの部分溶融液（basaltic melt）

の混合により、比較的幅広い SiO2を示す花崗

岩類が生成されたこと、③数値計算より、こ



 

 

れらはリソスフェアのデラミネーションに

伴う下部地殻の溶融が原因である可能性が

高いことが分かった（Park ほか, 準備中）。 
 
（４）（１）－（３）を総合して考えると、
日本側では海嶺沈み込みによって開始した
火成活動が、熱の伝播、脱水反応位置の移動、
スラブ沈み込み角度の変化などによって北
に移動した可能性が判明した。また、韓半島
の花崗岩活動は、一世代前の海嶺沈み込みに
よる弱いプルームの発生によって開始され
たことが数値計算から示唆され、この点でも
海嶺沈み込みとマントルからの熱・物質供給
が重要であることがわかった。 
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